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コミュニティが被災地内外に広域に分散・離散

現地

仮設住宅

みなし
仮設等

（最大3.4万人）
（累計1,500人）

（累計1.2万人、最大5,275人）

（R6.3末 5,000人）

（7,090戸）

（最大4,109戸）

（R6.3末 7,700
人）

武田公子・寒河江雅彦・原田魁成(2025)「能登半島地震後の人口動態―避難・仮設住宅と人々の移動―」p.2より筆者作成
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地域新聞による情報発信・被害状況把握・仮設住宅建設計画支援
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災害から2年経過しても連絡網を維持
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